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今年度から子どもがインフルエ
ンザ予防接種を受ける際、６５歳
以上の高齢者と同様、費用の一部
が助成されます。
日本共産党市議団は、子育て支

援として、この助成制度の実現を
要求してきました。
一昨年の１２月議会で、金子議

員の一般質問に保健福祉部長は
「感染症予防の観点からその必要
性は十分認識している」と答弁し
たものの検討課題となっていまし
た。昨年１２月議会の一般質問で
は「協議検討している」との答弁
があり、新年度予算にやっと計上

されました。
助成額は、予防接種１回に限り

１０００円で、１５歳未満の子ど
もが対象です。今年度の予防接種
の実施時期は秋以降です。
今年度から妊産婦健診の公費負

担回数が今までの５回から１４回
に拡大されました。公費負担額は、
１回目から１４回目までで合計９
万５０００円です。

会議」を３月２７日に設置。５月
１１日に第２回目を開催し、乗合

現在の市内循環交通システムの
再構築のため、御前山地域をモデ
ル地域としてデマンド型（予約型）
乗合タクシーが試行運行（実証運
行）されます。その運営委託料と
して新年度予算に１５００万円が
計上されました。
新たなデマンド型交通システム

構築の費用としては、旧年度の補
正予算で３０００万円（内２６４
０万円が国からの臨時交付金）が
予算化されています。
当市にデマンド型乗合タクシー

を導入するため、「地域公共交通

予防接種１回に限り（１５歳未満）

演説する志位和夫委員長

（４月８日、水戸市民会館）

http://www.jcp.or.jp/

携帯用ホームページ

http://www.jcp.or.jp/i/

多彩な情報をお届けし

ます。

日本共産党 検索

「
自

民
か
民
主
か
」
選
び
よ
う
が
な
い

0

ご
安
心
く
だ
さ
い

志
位
和
夫
委
員
長
を
迎
え
て
の
日
本

共
産
党
演
説
会
が
４
月
８
日
、
水
戸
市
民

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
大
ホ
ー

ル
か
ら
第
２
・
第
３
会
場
ま
で
埋
ま
り
、

１
５
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
志
位
委
員

長
は
、
日
本
共
産
党
が
伸
び
て
こ
そ
新
し

い
日
本
へ
の
道
が
開
か
れ
る
と
の
べ
、
「
政

治
と
カ
ネ
」
「
内
需
拡
大
へ
の
４
つ
の
転
換
」

「
日
本
共
産
党
の
元
気
の
源
」
な
ど
を
縦
横

に
語
り
ま
し
た
。

志
位
委
員
長
は
冒
頭
、
北
朝
鮮
の
ロ
ケ
ッ

ト
問
題
で
、
「
最
も
重
要
な
事
は
、
北
朝
鮮

に
よ
る
核
兵
器
開
発
を
終
わ
ら
せ
、
朝
鮮

半
島
の
非
核
化
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
外
交
的
努
力
が
唯
一
の
手
段

で
あ
り
、
６
カ
国
協
議
で
の
対
話
の
再
開
が

O 「４.８志位演説会」のＤＶＤができました。 開会から閉

会まで１時間４５分の演説会を丸々収録しています。

ご注文は、金子・堀江両議員まで。１枚５０円です。
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タクシー実証運行計画案（左記）
を協議しました。金子・堀江両議

御前山地域での運行計画（案）

１、運行の様態について

�予約制乗合タクシー（区域運行）
利用対象者は、御前山地域の住民。利用希望者

は、事前に利用者登録（無料）が必要。

完全予約制（予約のない便は運行しない）。

２、運賃について

�運賃
大人（中学生以上）３００円。小学生以下１５０円。

３歳未満児は無料。

�利用券…運賃の支払いは、チケット（利用券）
制とする。

３、事業計画について

�営業区域
御前山地域全域。ただし利用者の発地または着

地のいずれかが御前山地域内であれば、次に掲

げる地点との運行は可能とする。

市役所・かがやき・常陸大宮駅・大宮地域内お

よび緒川地域内の医療機関

�使用車両はセダン型乗用車２台。
４、運行計画について

�運行日および予約受付日…月曜日から金曜
日（祝日、１２月２９日～１月３日を除く）。

�運行時間…午前８時台発から午後３時台発
まで。

�予約受付時間…午前８時から午後４時まで。
利用予定便の１時間前まで予約可（午前８時台

発から午前９時台発の便に限り、前日までの予

約）。

５、運行開始時期について

� ２００９年１０月（予定）

員は、同会議を傍聴しました。
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険料の基準額の引き下げ今回おこ
なった」と答えました。
また、「一定の待機者いること

から既存法人による小規模（定員
２９人以下）特別養護老人ホーム
を計画期間中に毎年度１か所ずつ、
合わせて３か所整備すること。さ
らに２４年度以降にも２か所の整
備を見込んでいる」と答弁。「市
で把握している特養待機者６８人
の解消等がはかられる」と答えま
した。堀江議員は、介護保険の利用料
が高くて利用できないなど『保険
あって介護なし』の状況を改善す
るためにも、低所得者の利用料減

用と周知の問題を取りあげました。

④の国保税の減免制度の問題で
は、当市の減免規定で明記されて
いるのは災害時のみであることを
指摘し、職を失って国保に加入す
る方のための減免基準を明確にす
るよう求めまし
た。市長は「この
減免基準につい
ては新年度に明確にしていきたい」
と答えました。

金子議員は次に、市内業者の経
営を守るために①セーフティネッ
ト保証制度の積極的活用と周知
②市内業者優先の発注③住宅リフォー
ム助成制度④小規模事業者登録制
度について取りあげ質問しました。

金子議員は、②の市内業者優先
の発注では高萩市議会が「議会だ
より」の印刷を市内業者に発注す
るよう市長に申し入れたことを紹
介。具体的な課題として３月５日
に議決された補正予算の中の生活
対策事業「ごみ収納庫購入費」
「避難所案内板設置工事費」「小
学校防水・外壁塗装工事費」「大
宮公民館防水・塗装工事費」など
合計１億４２７２万円余の予算を
市内業者に優先発注し地域経済を
振興すべきではないかと質問しま
した。

日
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介護保険制度は今年４月で１０
年を迎えます。誰もが安心して利
用でき、安心して働ける制度にし
てくことが求められているとのべ、
４月から実施される第４次介護保
険事業計画（３年間）について重
点をどこにおいて計画したのか質
問しました。
保健福祉部長は「介護予防への

取り組みや、地域包括センターを
中心とする地域ケアの充実を図っ
ていく」「現下の経済状況ににか
んがみ、低所得者に配慮し介護保

副市長は「景気がこのような状
況なので、強い意識を持って、市
内業者優先の受注機会をあたえる
という方向で努めたい」と答えま
した。③の住宅リフォーム助成制度で
は常陸太田市で３年間の期限でお
こなわれた結果、予算額２３３８
万円余に対して工事金額が５億２
６１６万円余と２０倍を超える経
済波及効果があったことを紹介し、
また「制度の利用促進を働きかけ
ていきたい」との共産党山中県議
への知事答弁（３月５日）を示し
て制度導入を求めました。
市長は「この住宅リフォーム助

成制度については（市長となって）
初めての質問と受けとめている。
担当部としては現在検討していな
いという答弁だが、私自身検討し
たい」と答えました。
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金子議員は最初に、職を失った
方々に対する住居と生活の支援に
ついて①緊急一時避難所②生活福
祉資金制度③生活保護行政④国保
税の減免制度⑤緊急臨時職員の採

第１回定例議会（３月議会）は
新年度予算案を審議。一般会計と
特別会計合わせて３３０億７７４
７万余の予算を可決しました。
日本共産党市議団は、一般会計

予算案、高い国保税の国保特別会
計、後期高齢者医療特別会計、高
い水道料の水道事業会計など、市
長から提案された４７議案のうち
３議案に反対しました。
今議会に提出された「教育予算

の拡充を求める請願（意見書の提

出）」は趣旨採択。「協同労働の
協同組合法（仮称）の速やかな制
定を求める意見書に関する陳情」
は採択となりました。
今定例議会の傍聴者（本会議の

み、新聞社の記者含む）は、議会
初日の３月２日が７人、５日が２
人、一般質問初日の１２日が３３
人、２日目１３日が２４人、３日
目が１７人、議会最終日の２４日
が２人でした。

堀江鶴治議員

堀江議員は、市内全農家にアン
ケートを実施して農業振興の方向
を模索すべきではないかと質問し
ました。
経済部長は「５年ごとに農林業

センサスが実施されているが、今
後の施策の方向性を検討するため
に農林業センサスで把握しきれな
い部分について、調査や就農意向
および農家が抱えている問題や要
望の把握など、調査方法を検討し
ていきたい」と答えました。

堀江議員は昨年１２月の一般質
問に「関係機関と協議し米飯給食
を含めた米の消費拡大はかってい
きたい」と答弁したことを取りあ
げ、その具体化を質問しました。
経済部長は「米飯給食の実施回

数は、現在週２・６回となってい
るが、新年度は週２・８回を計画、
今後もさらに週３回に向け拡大に
努めたい」と答えました。
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※電話申込みは、金子・堀江両議員まで
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連絡先 ケータイ

金子議員

０９０-１９９４-７６９６

堀江議員

０９０-４８２４-０７９７

免制度の創設を強く求めました。
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